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⑥当初の研究目的 

本研究では，人間にコンピュータの存在を意識させず，人間のもつ豊富なコミュニケーションスキルを活用し

た人間同士の自然なコミュニケーションを可能にする知能メディア技術を研究開発する． このために，コンピュ

ータを環境の背景に埋め込んでコミュニケーションをさりげなく支援する環境メディア技術，逆にコンピュータを

人間と普通に会話できる社会的主体として人間同士の会話を媒介する会話エージェント技術，両者を実現する

ための技術基盤となる会話のモデル化の開発に焦点をあてた取り組みを行う．  

(1) 環境メディア技術 
知識創造や教育のための会話に焦点をあて，コミュニケーションを行っている一人または複数の人間がいる

「場」における人間の暗黙知の創造活動を支援するための，環境に埋め込まれた知能メディアの構築を通して，

人間の知識創造活動の本質を解明する． 

(2) 会話エージェント技術 

 人間と普通に会話し，社会的主体となりえる会話エージェントを構築するために，会話内容についての高度な

自然言語処理，マルチモーダルインタフェース，会話の社会的・感情的側面の取り扱いについて技術の体系化

をはかる．さらに，会話によって交換される知識を共同知として蓄積・組織化して，社会知を発展させていくプロ

セスについて研究開発を行う．  

(3) 会話のモデル化 

言葉・音声・表情・動作・周辺の環境といったさまざまな非明示的なコミュニケーションの側面を取り込んだ統

合的なモデルの構築，および，このモデルにしたがって適切な場面で適切なコミュニケーション行動をとる状況

適応型の情報システムの基礎理論の構築を行う． 

⑦研究成果の概要 
研究目的に対する研究成果を必要に応じて図表等を用いながら、具体的に記入してください。 
 

本研究によって，① 環境メディア技術，会話エージェント技術およびその基礎となる会話のモデル化を核とし，情報科学，言語

科学，認知科学，文化人類学の知見を統合して会話現象の解明と情報技術による拡張を可能とする新しい研究分野「会話情報

学」が創設された，② 会話情報学という観点を視座の中心に据えることにより，環境メディア技術，会話エージェント技術において

非言語的な手がかりの検出・生成を中心に，会話コンテンツの獲得・集積・編集・再利用・提示という一貫した会話支援技術の枠

組みが構成された．③ 会話における非言語的な手がかりのデータ収集・分析・モデル化に関して新規な知見が得られた． 

 １．会話情報学 

 会話情報学は，会話に参加できる人工物の設計と実装に関わる

会話的人工物の研究，会話の場で作り出されたコンテンツを収

集・蓄積・加工・再利用するための情報メディア技術をめざした会

話コンテンツの研究，人間をさりげなく見守り支援する環境を作る

ことをめざした会話環境デザインの研究，会話の場でやり取りされ

る情報や会話の参加者の生体計測をして分析しようという会話の

分析とモデル化の研究から構成される．会話情報学の基本原理と

して，会話と言う連続的な情報の流れを「会話の粒」の離散的な流

れとして近似する会話量子化（図1）を考案した．会話量子化によ

って，現実の会話の持つ豊かさを大きく失うことなく，知識としての

再利用性を高めることができ，現実の会話状況から会話量子を獲

得する技術，会話量子を知識源として集積して再利用可能にする

技術，会話量子を利用して会話エージェントを駆動する技術を用

いて，会話的人工物・会話コンテンツ・会話環境を一貫した原理のもとで構成できるようになった．また，会話計測・分析・モデリン

グの研究を工学的応用に直結できるようになった． 

２．会話コンテンツの獲得・集積・編集・再利用・提示という一貫した会話支援技術 

(1) 会話的人工物．会話量子化原理に基づく会話エージェントと会話ロボット構成技術を構築した．① 会話でやりとりされるコ

ンテンツを知識カードと呼ぶデータ形式で表現し，物語会話相互変換スパイラルモデルに基づき知識チャンネル機能を用いてコ

ミュニティに循環させる会話コンテンツ循環方式の会話エージェントシステム(EgoChat)の開発と実証実験を行った．② ザグレブ

大学と共同で多数のソフトウェア部品を統合して，ネットワークで結合された複数の計算機を協調させて会話エージェントを構成で

きる会話エージェントパッケージUAPの概念設計と試作を行った．③ 人や他のロボットとコミュニケーションしながら物理環境のな

かで自律的に行動する能力をもつロボット（リアルエージェント）を実現するために，相互調整，人間社会のコミュニケーション作法

への準拠のための基礎技術を開発した．この上に，スキルをもつ人間からの知識獲得をするリスナーロボット，獲得した知識に基

づいて人間に知識を提供するプレゼンターロボットを実装し，身体性を持つ知識メディアとして位置づけた．また，相互適応ロボッ

ト実現を目的として人間同士の相互適応現象を解明するための実験環境を産学協同で構築し，予備実験によって相互適応ロボ

ットを構成するための基礎となる知見を得た． 

(2) 会話コンテンツ．会話コンテンツの獲得・集積・変換に関する技術を構築した．①会話参加者の参照する実世界オブジェク

トの意味的な階層性に注目して会話を会話シーンへと分割し，構造的なインデクスを付与するシステムを開発した．ミーティング会

話における音量・うなずき・タッチパネル操作等非言語的な手がかりに注目する会話量子抽出アルゴリズムを提案した． 

 

 
図 1 会話量子表現の操作 
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⑦研究成果の概要 つづき 
有益なインタラクションのパターンを効率的かつ柔軟に発見する手法として時空間クラスタリング手法を提案し，その有効性を検証

した．② 持続的に増加する会話量子を管理するためのシステムとして知球と呼ばれるアーカイブシステムを開発した．会話量子

を仮想球面上の風景として可視化し，ユーザの意図に沿った形で配置関係を漸次的に発展可能とする点が知球の特色である．

過去の会議の状況を参加者に自在に提示したり，会議の状況をその場で知球上のオブジェクトとして獲得したりできる知的会話

環境知球ルームを試作した．③ 会話コンテンツの獲得変換のための言語情報処理技術を開発した．漸進的学習という考え方に

基づき，構文的曖昧性，意味的曖昧性を解消し，複雑な構文の格フレーム学習を開発して述語項構造パターンをまとめた格フレ

ームを自動構築する手法を実現し，web文書5億文，350CPUクラスタという大規模，高性能環境によって，網羅性の極めて高い格

フレーム構築を実現した．また，約3万語の基本語彙の選択とその表記バリエーションの徹底整理，国語辞典からの同義語，同義

句の関係の自動抽出，さらに，SYNGRAPH 構造という同義・類義関係をパックしたデータ構造の導入によって，日常的，常識的

な表現のずれを広範囲に吸収する柔軟マッチングの手法を実現した．これらの技術を用いて，テキストの談話構造解析をもとに要

約スライドを自動生成し，テキストを話し言葉調のナレーションに変換して音声合成する自動プレゼンテーションシステムを構築し

た．さらに，言語情報と映像情報を統合して作業教示映像中のトピックの推移を高精度に推定し，映像から物体モデルを自動学

習することによって映像と言語の自動インデキシングを行う手法を開発した．④映像の自動撮影・インデキシング，コンテンツをさり

げなく提示するインタフェースの研究を行い，ユーザと対話のできる映像メディアとして，複数のモダリティを有効に利用してユー

ザに答えることができる対話的映像メディアQUEVICOを開発した．また， 映像理解技術を用いて2人以上が対話しながら作業を

行うシーンを自動撮影・自動編集システムと，複数人が部屋で自由に会話するシーンの自動撮影・編集システムを構築した．  

(3) 会話環境デザイン．人間に計算機の存在を意識させることなく，人間同士の自然なコミュニケーションをさりげなく支援でき

るように，コミュニケーション環境と同化した情報メディア（「環境メディア」）の概念の実体化を試み，次のような成果を得た．① 環

境メディアの概念を講義自動撮影・アーカイブ化システムを実現した．このシステムは，講義の理解に必要な表現メディアを漏れな

く獲得・記録するために，講義室内に設置された観測カメラ，魚眼カメラ，マイクロホンアレイ，超音波センサ等を利用して，講師の

位置・向き，受講者の位置，講師や受講者の発話の有無などを検出し，アーカイブの利用者が講義室内の状況を把握するために

必要な視聴覚情報を実時間で獲得・蓄積・配信する．この技術を発展させて環境埋込型センサでの状況把握に基づく人間活動

支援を行う「スマートキッチン」システムのプロトタイプを構築した．さらに，利用者の主観に合致した表情マッピングを，利用者との

インタラクションを通じて得られる事例から学習・獲得する手法と，人間同士の対話における発話量，視線，笑顔，頷き等の対話者

間，表現間で相互依存関係を用いて，自然にコミュニケーションの雰囲気が保持されるように自動的に制御する手法を提案した．

② 遠隔地間のコミュニケーションにおいて参加者の動作をシンボルとして認識し，交換し，アバタによって再現することによって参

加者間の空間共有を実現するリアルタイムヒューマンプロキシ(RHP)という概念を提案した．RHPの概念にもとづいて，複数のカメラ

を用い，参加者の画像からその動き情報を獲得する実時間モーションキャプチャシステムを構築した．また，コミュニケーションを

行う参加者の頻出動作を動き情報から自動的に抽出し，コミュニケーションに必要なシンボルを事前に決定できるようにした．さら

に， シンボルに対応する動き情報のアバタの体格や関節自由度からの独立性を高め，逆運動学を利用してアバタの位置や姿勢

に応じて動的に動き情報を変化させる仕組みを提案した．③ 環境メディアにおけるセンシングと個人適応という観点から研究を

行い次のような成果を得た．第一に，個人的選好を記述したプロファイルを反映させ，シーンの重要度を基に，時間圧縮型，並び

に空間展開型の映像要約を作成するアルゴリズムを，制約充足問題の解法として実現した．さらに，キーワードによるシーン検索

において，プロファイルに従い検索結果をソートして提示するアルゴリズムを考案し，実装した．第二に，キーワードによる検索，ハ

イライトシーンの提示，木構造の提示，映像要約，個人適応，個人適応のための学習，などの機能を有する個人適応型映像ポー

タルVIPPを構築した．第三に，テレビ視聴環境映像より画像，音声解析を利用してユーザの興味区間を推定し，その区間のメタデ

ータのキーワードを参照することによって個人的選好を抽出するシステムを構築した．第四に，円卓形式の会議を忠実にマルチメ

ディア（動画，静止画，音声，テキスト）で記録するためのシステムMMLogger を試作した．MMLogger は，周囲360度をセンシン

グ可能な全方位カメラと８本のマイクロホンアレイから構成され，発言者の正面画像と音声を記録する．  

３．会話における非言語的な手がかりのデータ収集・分析・モデル化 

会話の研究用データの収集・分析・モデル化を行い，会話の非言語的側面を中心に広範囲に渡って新規の知見を得た．主な

成果は次の通りである．① マルチモーダル3人会話を収録し，コーパスを構築した．② 3人会話における聞き手の行動を分析し，

非次話者の視線行動に顕著な特徴が見出されることを明らかにした．また，非次話者の視線行動を詳細に分析し，視線行動が参

与構造の変化という大域的な会話運用にも関わっていることを明らかにした．③ 話し手の発話が円滑に生成され，話し手にとって

「話しやすい」と感じられる対話のもつ特性を明らかにするために，カウンセリングの対話を題材として，身体動作の同調性がセラ

ピストに対する信頼感やカウンセリング対話の円滑さに密接に関連していることを示した．さらに，発話の時間的構造のあるパラメ

ータは同調性を知覚させる要因となりうることを示した．また，身体動作に関しては，ビデオ画像を解析することで対話中の身体動

作を定量的に評価する手法を提案した．④ 俳優の熟達度による演技の差異について研究を行い，準熟達者群は，見る側に伝わ

りやすい演技をするのではなくより自然な演技をすることなどを解明した．⑤ 児童期の中頃から終わりにかけて，複数のエピソー

ド間の関係を踏まえて登場人物の心的状態を理解できる段階へと発達が進むことを示した．⑥ 匿名オンラインコミュニティ「２ちゃ

んねる」において，アスキーアートやジャーゴンが議論深化傾向および議論発散傾向に及ぼす影響を解明した．また，仮名や無

名での参加がコミュニケーションに及ぼす影響についても明らかにし，最終的に２ちゃんねるが盛り上がるメカニズムを共分散構造

モデ）として導き，社会手がかりの欠如したオンラインコミュニティにおける人々の会話行動を理解するための示唆を与えた．また，

E メールによるコミュニケーションの分析に取り組んだ．特に，仕事における互いの信頼関係がオンラインでのコミュニケーションに

どのように反映されているかを調べるために，メーリングリストの分析とアンケート調査を組み合わせて分析し，リーダーとなるべき

人物は自ら情報を発信するだけでなく，他のメンバーの発言にも積極的に答えていくことが不可欠であることを明らかにした．⑦ 

非言語情報（特に韻律）を用いた人間同士のコミュニケーションの分析，ならびに人と相互適応しながらインタラクションできる学習

エージェントを構築した．⑧ 人工物と人間とが自然なコミュニケーションを行っているかどうかを判断するための客観的な基準（指

標）を提案した．⑨ 人工物側が認識・判別すべき情報の観点からの，人工物が人間の意図を理解できるようになるための条件の

解明した．⑩ ユーザの習熟度に応じて表示を変えるソフトウェア・インタフェースを開発した． 
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⑧特記事項 
この研究において得られた、独創性・新規性を格段に発展させる結果あるいは可能性、新たな知見、学問的・学術的なインパクト等

特記すべき事項があれば記入してください。 
 
(1) 会話情報学という学問分野のアウトリーチを行い，概念の普及と賛同者の増加を図り，次のような成果を得た． 

① 本研究代表者である西田が編集者となり，本研究分担者の多くが中心執筆者となり，さらに，Candace Sidner, 

Justine Cassell, Elisabeth Andre, Ipke Wachsmuthなど8名の著名な会話・非言語コミュニケーション研究者が

参画して，「Conversational Informatics」をWiley & Sonsから刊行することが決定した．すでにcontractが終

了し，草稿がほぼ集まっている． 

② 人工知能学会誌Vol. 21, No. 2 (2006年3月号)に会話情報学特集号を刊行した． 

③ 研究代表者は会話情報学に関して，本研究期間中7回にわたる国際会議招待講演・基調講演と４回の国内学会招待

講演を行った． 

④ 2002年，2004年（2回），2005年（3回）に東京，ワルシャワ（ポーランド），ウラツロフ（ポーランド），京都，

北九州，ハートフォードシャー（イギリス）で会話情報学国際WS/シンポジウム開催．2002，2003，2004，2005

年に国際会議で招待セッション開催． 

この結果，会話という人間にとって最も自然なコミュニケーション様式を共通の題材として，情報科学，言語学，心理

学，文化人類学などの研究者が共同で学際的な研究を展開する，日本発の新しい学問分野として定着させることに成功

したと考えられる．また，この成果などにより研究代表者は，情報処理学会フェロー（「知識コミュニケーションの研究」）

の認証を受けた． 

 

(2) 会話情報学の研究展開における傑出した研究成果 

 会話情報学の視野のなかで研究を展開した結果次のような傑出した研究成果を得ることができ，種々の受賞や論文招

待を受けた． 

・会話的人工物に関して： 

① 知識メディアとしての会話ロボット．Nishida et al. Robots as Knowledge Media, IEICE Trans. Inf. & Syst. 
Invited Paper, 2006年6月号（予定）． 

・会話コンテンツに関して： 
② 会話量子を用いたミーティング支援で齊藤憲（研究協力者）が第19回人工知能学会全国大会優秀賞受賞． 
③ 情報学分野における実世界インタラクション支援の研究．角康之（研究分担者）：平成18年度科学技術分野の文

部科学大臣表彰 若手科学者賞 
④ 格フレーム辞書の漸次的自動構築．河原大輔, 黒橋禎夫（研究分担者）が言語処理学会平成17年論文賞受賞． 
⑤ 会話のできる映像メディア．中村裕一（研究分担者），電気関係学会東海支部連合大会併設シンポジウム招待講演

⑥ 大規模テキスト知識ベースに基づく自動質問応答，自動質問応答システム・ダイアログナビ，作業教示映像の構

造的理解などについて，黒橋禎夫（研究分担者）が国内学会で招待講演（3回）． 
⑦ 話者の注目喚起行動による机上作業映像の自動編集技術に関して，尾関基行，中村裕一（研究分担者），大田友一

が2004年9月 FIT論文賞受賞． 
⑧ 机上作業プレゼンテーション映像の自動取得．関基行，中村裕一（研究分担者），大田友一が2005年5月にデジタ

ルコンテンツシンポジウム船井賞受賞． 
・会話環境デザインに関して： 

⑨  会話エージェントのためのノンバーバル表現間の相互依存性のモデル化．角所考（研究分担者）らが人工知能学

会研究会優秀賞（2003年度）受賞． 
⑩ 海外との大学間遠隔講義における異文化コミュニケーション，E-ラーニングなど．美濃導彦（研究分担者）が9

回招待・依頼講演．報道4回． 
・会話における非言語的な手がかりのデータ収集・分析・モデル化に関して： 

⑪ ３人会話における参与役割の交替に関する非言語行動の分析．榎本美香・伝康晴（研究分担者）が人工知能学会

2003年度研究会優秀賞受賞． 
⑫ 科学的推論プロセスにおける他者情報利用の効果．植田一博（研究分担者）が日本認知科学会論文賞（2005年7

月）受賞． 
 

(3) データとソフトウェアの配布． 
① 知球  

 http://www.ii.ist.i.kyoto-u.ac.jp/c/deliverables.html 
② Web格フレーム，書き言葉話し言葉変換 

 http://www.kc.t.u-tokyo.ac.jp/c/deliverables.html 
 

(4) データ 
① 騒音の少ないラウンジでの同性3人による自由会話，千葉大で構築，データ総量: 全36会話（約5時間40分） 

 
(5) 特許  2件 
 
(6) 学会活動への発展．本研究研究会が電子情報通信学会HCG第3種研究会（VNV，H15年10月設置）に発展した 
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